
厚木市幼稚園送迎ステーション事業実施要綱
（趣旨）
第１条　この要綱は、園児の保護者の負担の軽減を図るため、送迎ステーションから指定幼稚園までの園児の送迎及び一時的な預かりを行う厚木市幼稚園送迎ステーション事業（以下「事業」という。）の実施について、必要な事項を定めるものとする。
（定義）
第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。
　(1) 送迎ステーション　園児の送迎の拠点及び一時的な預かりを行う施設をいう。
　(2) 指定幼稚園　学校教育法（昭和22年法律第26号）に基づき市内に設置され、市長が指定した私立幼稚園をいう。

（設置場所）
第３条　送迎ステーションの設置場所は、厚木市立あつぎ市民交流プラザ内の託児室「わたぐも」とする。
（実施主体）
第４条　事業の実施主体は、市とする。
２　市長は、送迎ステーションの受付及び送迎車両の運行に係る業務については、事業者に委託して行うものとする。
（対象園児）
第５条　事業の利用の対象となる園児は、満３歳以上の園児（以下「園児」という。）とする。ただし、市外在住の園児にあっては、事業を利用する園児の保護者（以下「保護者」という。）が市内で就労していることを要するものとする。
（利用日）

第６条　事業を利用することができる日は、幼稚園の開園日（預かり保育のみを実施する日を含む。)とし、次に掲げる日を除くものとする。

(1) 日曜日及び土曜日
(2) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

(3) 12月29日から翌年の１月３日まで（前号に掲げる日を除く。） 
(4) アミューあつぎ休館日
（利用申請）
第７条　保護者は、事業を利用する場合は、厚木市幼稚園送迎ステーション利用申込書（以下「利用申込書」という。）（市外在住の保護者にあっては、利用申込書及び市内で就労していることを証する書類）を園児の通う幼稚園の設置者（以下「設置者」という。）を経由し、厚木市長に提出しなければならない。
２　設置者は、前項の規定による申請があったときは、厚木市幼稚園送迎ステーション事業利用申請書に、利用申込書及び厚木市幼稚園送迎ステーション事業利用者名簿を添えて、市長に提出するものとする。
（利用の決定）
第８条　市長は、前条第１項及び第２項の規定による申請があったときは、その内容を審査の上、事業の利用を決定し、利用決定者に幼稚園送迎ステーション利用決定通知書を、設置者に幼稚園送迎ステーション事業利用決定通知書を通知するものとする。
（利用の変更）
第９条　設置者は、第７条第２項の規定により提出した内容を変更する事由が生じたときは、厚木市幼稚園送迎ステーション事業利用変更申請書により、市長に提出しなければならない。
（利用の変更の決定）

第10条　市長は、前条の規定による申請があった場合で、決定した内容を変更することが必要であると認めるときは、厚木市幼稚園送迎ステーション事業利用変更承諾通知書により設置者に通知するものとする。
（利用の中止）
第11条　設置者は、事業の利用を中止しようとするときは、厚木市幼稚園送迎ステーション事業利用中止届を市長に提出しなければならない。ただし、退園及び卒園により事業を中止する場合は、この限りでない。
（利用の決定の取消し）
第12条　市長は、事業を利用している園児が、事業を利用する要件を満たさなくなったとき又は事業の実施を妨げる行為があると認められるときは、事業の利用の決定を取り消すことができる。この場合において、事業の利用を取り消したときは、厚木市幼稚園送迎ステーション利用決定取消通知書により保護者及び設置者に通知するものとする。
（園児の引渡し等に係る時間）
第13条　園児の引渡し等に係る時間は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定めるとおりとする。
　(1) 園児を送迎ステーションへ引渡す時間　午前７時15分から午前８時15分まで
(2) 園児を送迎ステーションから引取る時間　午後６時30分から午後７時30分まで
（利用負担金）
第14条　事業を利用した園児が通う幼稚園の設置者は、対象園児１人につき、乗車回数１回当たり100円の利用負担金を市に支払うものとする。
　　　附　則

　この基準は、平成26年４月１日から適用する。

附　則

　この基準は、平成27年４月１日から適用する。
　　　附　則

　この基準は、平成28年４月１日から適用する。
　　　附　則
　この要綱は、令和２年11月１日から適用する。
